
（需要動向調査に関すること【指針③】） 

 

消費者ニーズ調査報告書（令和 4年 3月末時点調査） 

Ⅰ．販売動向や売れ筋商品（伸びる市場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考資料：日経テレコン POS情報） 

Ⅱ．ヒット商品の分析、消費者のニーズ 

 

とんかつまい泉「ヒレかつサンド」の売り上げ好調 

外食の機会も減り、家で'少しだけ贅沢をしたいと思う人も増えたのではないだろうか。「いつもよ

りちょっといいものを食べてみよう」そんな消費者のプチ贅沢気分を満たしながら、とんかつまい

泉の「ヒレかつサンド」は順調に売り上げを伸ばしている。 

 

「チョコまみれ」男女ともに若年層を取り込み成功 

不二家の「カントリーマアムチョコまみれ」が売り上げ好調だ。日経 P〇S のコンビニの 1 月のデ

ータによると、ビスケット・クッキーで 2 位に付けている。チョコまみれは、従来のカントリーマ

アムのチョコレート量を 2 倍に増やしてクッキーの外側までコーティングしてある。 

 

食料品 

順位 分類名 増減率 

1 畜肉瓶詰 31.2 

2 麦茶飲料 30.5 

3 スポーツ飲料 24.1 

4 介護・病時食類 22.8 

5 乳酸菌飲料 21 

6 アルコールテイスト飲料類 18.6 

7 畜産珍味 18.1 

8 ビール 16.4 

9 水 12.8 

10 マヨネーズ 12.3 

11 キャンデー・あめ菓子 12.1 

12 チルドクールデザート 11.7 

13 即席食品 11 

14 もち 10 

15 レギュラーコーヒー 10 

16 テーブルパン 9.9 

17 ベビー・マタニティーフード 9.6 

18 即席カップ入りスープ・汁 9.4 

19 スプレッド 9.4 

20 乾めん 9.3 

 

生活用品 

順位 分類名 増減率 

1 食品容器 13.7 

2 家庭医療用品 11.9 

3 キャットフード 11.9 

4 口中清涼剤 10.6 

5 電池 9.3 

6 洗髪剤 9.1 

7 携帯用サニタリーセット 8.6 

8 洗濯用洗剤類 8.6 

9 入浴剤 8.5 

10 紙おむつ類 8.4 

11 日用紙製品 7.6 

12 たばこ・喫煙関連用品 6.2 

13 流し用品 5.5 

14 ペットサニタリー用品 5.3 

15 消耗家庭用品ギフトセット 4.6 

16 歯磨き類 4.5 

17 男性用化粧品 4.1 

18 ドッグフード 3.9 

19 ペットフード（犬・猫用を除く） 3.4 

20 台所食器洗剤 2.6 

 



アルコールテイスト炭酸飲料市場、好調 

アルコールテイスト炭酸飲料(222002)が好調だ。日経 P0S情報で日経収集店舗・全スーパーの

販売実績を確認すると、2020 年 1 月以降千人当り金額は前年同月比増で推移している。2021年

に入ってからは、3月に同 41,5%増、7月に同 52%増、10 月に同 41,4%増と大幅な伸びを見せ

る月もある。2022 年 1 月も同 27.4%増と 2桁の伸びが続く。 

 

新機能の提案で乳酸菌飲料が販売好調 

乳酸菌飲料の販売が好調だ。日経 P〇S 情報でカテゴリー全体の来店客千人当たり販売金額の推

移を見ると、2021 年の 10 月以来、5力月連続で前年同月比 2桁の伸びが続き、22 年 2 月には

6157.2 円に達した。ここ 5 年間では最高水準にまで市場が拡大している。 

「ヤクルト Y1O0OJ に先駆けて、雪印メグミルクが 3 月に発売した「MBP ドリンク」も「骨密

度を高める」という機能性表示食品。発売後 5週間で店頭カバー率が'7 割を超え、小売り側の期待

の高さがうかがえる。50 代以降の女性は、骨を壊す細胞の働きを抑える女性ホルモンのエストロゲ

ンの分泌が急激に低下し、年齢が上がるにつれて骨密度が低下し、骨粗しよう症を発症するリスク

が高まる。「MBP ドリンク」は、骨の健康が気になるシニア層の女性の支持を獲得していると見ら

れ、発売以来、売り上げ上位 10 位内の位置をキープし続けている 

 

バリエーシヨン豊かな食感とフレーバーで売上好調「グミキヤンデー」に注目 

2022 年 2 月のグミの商品別ランキングをみると、八―ドタイブ、ソフトタイプなど、フレーバ

ーだけでなく食感も様々だ。1 位はハードタイブのハリボー「ゴールドベア」で、2021 年 11 月

にソフトタイプの明治「果汁グミぶどう J を抜き首位をキープしている。4 位以下の八―ドタイプ

の商品も売り上げを伸ばしており、現状ではソフトタイプより八―ドタイプの勢いがある。 

 

  



 

Ⅲ.一世帯当たりの収支金額 （統計局・家計調査より） 

 

  

 

 



Ⅳ.情報通信技術に関連する消費やインターネットを利用した購入状況 （統計局・家計動向調査） 

 

 

Ⅴ.業況や主要企業の紹介・分析、業界の課題と展望等 

  感染拡大第６波が年始より発生し感染者数が爆破的に激増、全国の殆どの県がまん延防止措置を適用す

る事態となった。感染拡大後の最大の悪影響が発生した中、ネットショッピングのみが堅調な推移をみせ

ている。実店舗の存在意義が問われる状況になっている。 


